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｢実生活に生きる 工芸｣ に つ い て の 一 考察




工芸が個人 の 表現の 手段 と して 多様化 して い く現在 ､ ス ウ ェ ー デ ン の カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術工
芸学校で は ､ ｢実生活と使用者を常に 意識した 工 芸品 の制作｣ を目指 した 教育が行 わ れ て い る ｡
こ の教育方法を紹介 し ､ 特 に 課題 の 出題方法を例に 挙げて高岡短期大学で の 実践 に より問題点を
導き出した ｡ そ して 現実の実生活 と遊離 しな い 工 芸 の考え方の重要性を指摘し ､ 今後高岡短期大
学 の 工芸教育に 求め られ る点を考察した ｡
キ ー ワ ー ド
工芸 ､ カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術工芸学校 ､ 工芸教育､ ス ウ ェ ー デ ン ､ フ ィ ー ド バ ッ ク
1 は じめ に
私 は191年 ､ ス ウ ェ ー デ ン に ある工 芸学校
カ ペ ラ ･ ゴ ーデ ン で研修 し た ｡ 制作研究 を続
け る中で ､ 彼等の 工芸品の制作が ､ 生活 に お
け る実用 品を常 に指向して い る点に 特に 注目
した ｡ それ は 工 芸は何の た め に ある の か ､ と
い う私の かね て か らの 疑問 に対す る 一 つ の解
答で あ っ た . 抱 い て い た疑問とは ､ 現代 の 日
本の 工芸作家は ､ 実際に作 られ た も の を使う
i - ザの 真の要求や生活様式とは ､ 無縁 の制
作意識 を持 っ て 仕事をして い る傾向が強 い の
で は な い か と い う点 である ｡
こ の 問題は 日本 の ､ と い う より も工 芸品制
作活動 に携わ る全て の人 々 の問題 で ある よう
だ
o 現代の 工 芸作家と ユ ー ザ間の 一 つ の問題
点と して ､ ビ ク タ ー ･ パ パ ネ ､γ ク は そ の 著
｢生き の びるた め の デザイ ン｣ の 中 で ､ ｢観
賞者と (或い は) 消費者を正確に 対象と せ ず､
も っ ぱ ら自己を中心 として 創造的 ､ 個的なも
の を表現 し ようとする傾向は益 々 発達して き
て い る｡ そ れ は美術か ら始ま っ て 工芸の た い
て い の分野に広が り ､ つ い に は デザイ ン の分
野まで蔓延 した ｡ もは や美術家､ 工芸作家 ､
また ある場合に は デザイ ナ ー た ちも､ 消費者
の 利益を念頭に 置 い て仕事をするの で は な い ｡
む しろ多く の 創造的 な作品は ､ 作家が 自分自
身に 向けて 提示 した 著 しく個人的 な自己療法
い
的な表現 とな っ た ｡｣ と述 べ ､ 同様 に こ の 点
を指摘 して い る｡
実際 の生活で使う こ とを目的と しな い 工芸
品の 制作は ､ 同時に ユ ー ザ か らの 反応 を直接
得る機会を失 っ た と い え る｡ し か し ユ ー ザが
日常用具に 対する要求と批判を積極的 に実用
性 ､ 社会性 ､ 審美性 の面 か ら訴 える こ と で 工
芸の 役割が 明確に な り ､ 美的水準が高 まる こ
とに 繋が ると考え られ る ｡ 我が国の 工芸 ､ デ
ザイ ン 教育の 現場に お い て も ､ 制作者自身が ､
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実際に そ の作品を使う ユ ーザ か らの 訴えを聞
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く機会 は少な い ｡
カ ペ ラ ･ ゴ ーデ ン で の 工 芸教育 は ､ 制作者
と ユ - ザ を非常に近 い 関係 に置き ､ 工芸が個
人の 表現 で な く使う こ と の で き る実用 品に徹
して い る｡ 次章 か らは 事例 を挙げて こ の 学校
の特色を抽出し ､ 高岡短期大学 (以下本学と
い う) に お け る工 芸教育 と比較､ 考察する ｡
2 歴 史
ス ウ ェ ーデ ン で は
"
工 業に 芸術家 を ､ 毎日
の生活を美し く
"
の ス ロ ー ガ ン を掲 げて19 00
年以降デザイ ン 運動が本格化 し た ｡ 地方 に 散
在 して い た 徒弟制度を工 業生産と結び付 け ､
デザイ ン の 果た す社会的役割と実践 の必要性
を主眼 に 置い た も の で あ っ た ｡
当時の デザ イ ン 運動の リ ー ダーで あ っ た グ
レ ゴ ー ル ･ パ ウ)L, ソ ン(1 889- 1 980)は デザイ
ン の 効用 を実用性 ､ 社会性 ､ 審美性の 面か ら
訴え ､ 芸術家が 工業生産 に 参加す る事に よ っ
て ､ 消費者に 機能的で あり な お か つ 美 し い 商
品を選択する意識 を促した ｡ 美術家 ､ 工芸家､
職人 こ れ らが工 業と融合 して 生まれ た 製品は ､
19 25年の パ リ博覧会 をは じめ各国 の博覧会で
"
ス ウ ェ デ ィ ッ シ ュ モ ダ ー ン
"
と呼ばれ ､ 北欧
現代 デザ イ ン の 歩む 方向を決定 し た の で ある ｡
一 方 工芸は ､ 1870年に オ ッ ト ー ･ ソ ロ モ ン
に よ っ て ス ロ イ ド (Sloyd) と呼ばれ る手工
芸教育訓練学校 が ナ ー ス に 設立 され ､ そ の 後
国 内は も とより世界各地 に ス ウ ェ デ ッ シ ュ
ス ロ イ ドの名で 広 が っ た ｡ 特に 木工教育の分
野に お い て は ､ 工業製品の た め の プ ロ ト タ イ
プ制作 と して 組織 が完成 し ､ 学生 に は 美術工
芸の 知識の上 に 幅広 い 応用 力が求め られ た ｡
1907年オ ッ トーが没 した 後 ､ 1 921年 に カ ー
ル ･ マ ル ム ス テ イ ン が主催者と して 後を継 ぐ
が ､ 19 27年に 独自の 学校 O lor Scho ol を設立 ､
つ い で1 930年 に は Ca rl Malm sten W orkshop
in Sto ck holm を設立 し ､ デ ザ イ ン と 木 工 技
術 を指導し た ｡
こ うして デザイ ン ､ 工芸 ､ 美術が接近 し ､
それ らと 工業が融合 し た
"
ス ウ ェ デ ィ ッ シ ュ ･
モ ダー ン
"
は 日常用 具の た め の 良品を意味 し ､
近代技術の研究を用 い 自然 な形と 率直な 素材




準を造り上 げた の で あ る｡
カ ー)L, ･ マ ル ム ス テ ン は W orkshop in Sto
ck holm で家具 の デザ イ ン ･ 技術指 導 に よ ち
て作 られ た 学生の 作品を プ ロ トタ イ プと して
工業 と結び つ け る成果 を上 げた o 彼の デザイ
ン ･ 工芸教育の 理念は ､ 過去40 0年 に 遡 っ て
ス ウ ェ ー デ ン の 木造農家を20点以 上収集 し ､
復元 した 野外美術館
"








を求め ､ 自然との 共存の 中に 作られ た 日常品
に学ぼ うとするもの で あ っ た ｡
し か し ､ W orkshop in Sto ckholm は ス ト ッ
ク ホ ル ム の 中央駅 (T- Centralen ) に 近 い
ス ル ッ セ ン にあり､ 都会の 中の 学校で あ っ た ｡
若者 に と っ て 刺激の 多い 都会生活は ､ 彼の 理
念とは 掛け 離れ た も の で あり ､ 生活と制作 を
一 体化す る必要性 を強く求め る よ うに な る ｡
やがて 彼は ､ 工 芸教育 を学生 の実生活と結
びつ け る新 し い 試み を始め る ｡
` `
工 芸 は 自然
の形態と秩序か ら学び ､ 自然と共存す る営 み
の 中か ら生 まれ る
''
と い うの が彼の 中心的理
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念で あ っ た ｡
都会か ら離れ 自給自足に近 い 生活 をし ､ 生
活空 間を作り 出す家具 ､ カ ーテ ン ､ 陶器等 を
伝統 に則 っ た 本物の 素材 と技術とを使 っ て 制
作する｡ こ の 実践の 場 が ､ 1958年に エ ー ラ ン
ド島に 設立 さ れ た カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術学校
で あ る｡
3 カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 概要
最初に ､ カ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン が こ の学校
を設立 した 理念と環境が深く関連 して い るの
で ､ そ の 周辺 を詳 し く描写 した い ｡
カ ペ ラ ･ ゴ - デ ン 美術 工芸 学校は ､ 人 口 5
万 人 の カ ノレ マ ル 市か ら北欧で 最も長 い と い う
｢実生活 に 生 き る工 芸｣ に つ い て の 一 考察
7 km の橋を渡 っ た エ ー ラ ン ド島に ある. エ ー
ラ ン ドは ､ 日本の佐渡 ヶ島ほ どの小 さ な 島で ､
ス ウ ェ ー デ ン で最も太陽 に恵 まれ 雨 の少 ない





い る ｡ 古く か ら避暑地と して ､ また 渡り鳥の
中継の 地 と して 有名な 島で ある｡ 橋 を渡り終
えて か らさ らに車 で15分 ほ ど南下 し た ニ ッ ク
ル ビ 一 に学校 は ある (図1 ･ 2)｡
カ ー ル ･ マ ル ム ス テ ン は
､ 使わ れ なくな っ
た 小さ な農家 の集落を購入 し ､ 1958年 に美術
教育の場 として 開校 した ｡ 古 い 農家は 木造や
石造りで ､ か つ て は 住居や馬小屋 と して 使わ
れて い た ｡ 学校 の 周 りに は 日常品を売 る小さ
な店が 一 軒と ､ 数軒の 民家 ､ 教会が あるだ け
で麦 ､ 芋畑が延 々 と続い て い る ｡





(図3) カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 美術工芸学校施設
① 事務所 (参 集会場 (丑 食堂 ④ 木材 工 芸専
攻 工房(1 F)､ 染色 ･ 織 り専攻 工 房(2 F) ⑤ 木材
工 芸専攻工 房 (参 陶芸専攻教室 (丑 菜園専 攻教
室 ⑧⑨⑲ 菜園場 ､ 林檎園 ､ 羊牧場 ⑪ サ ウ ナ
⑫⑬⑭⑮⑮ 学生の住居 ⑰ 学生 の住居地域(妻帯
者) ⑬ レ ス ト ラ ン(カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン 経営)
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(図1) エーラ ン ド島の位置 (図 2)学校 の位置
(図4) 左側の 建物が木工 と織の 工房
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学校 の敷地内の家 々 と 工 房は ､ 石 を敷 い た
小道で つ な がれて い る ｡ 芝 を植えた 中庭 に は
楓の 巨木があち こ ちに 立 ち ､ 畑や花壇が美し
く配置されて い る｡ こ れ らの 施設の 配置 を石
積みの低 い塀が僅 か に仕切 っ て い る｡ 裏 の 畑
に は花壇 ､ ジ ャ ガ芋畑 ､ 林檎園 ､ 羊の 放牧場
が広 が り ､ 木製の 椅子と テ ー プ )i, が点 々 と置
か れて い る ｡ 学生が 生活する どの家 に も暖炉
が在り ､ 室内の カ ーテ ン をは じめ家具 ､ 後攻､
食器 な ど は ほ とん どが - ン ド メ イ ドの 品 々 で
あ る｡ 教育機器 と して パ ソ コ ン や ワ ー プ ロ ､
視聴覚機器 な ど は 一 部の事務用 を除い て は 使
われ て い な い ｡
一 方､ 衣食住 に 必要な 設備は 良く整 っ て い
る｡ 学生の住む 家 ､ 各部屋 ､ また 各工 房に も
と - ク ーが完備 し ､ 各家の 台所に は調理台 ､
オ ー ブ ン が ある｡ また 地下に設 け られ た 洗濯
場所に は ､ 洗濯機 ､ 乾燥室､ ア イ ロ ン テ ー ブ
ル な どが広 く簡便に 設け て ある ｡
3. 2 工房の 環境
(1) 配 置
作業場と機械室は ドア ー 枚 で仕切 られ ､ 中
央 に 教官室が設 け て ある ｡ 教官室 は ぐるり ガ
ラ ス張り に な っ て い て ､ 教官は そ こ に 居な が
ら に して 学生 の様子を見る事がで き る ｡ これ
らの 工 房と木材倉庫は 同 じ建物の 中に設置 さ
れて い て ､ 木材を直接見 な が らア イ デア を検
討する こ とが で きる ｡
(2) 時 間
教室 (作業場) は ､ 24時間自由に 使用 す る
事が で きる ｡ 土曜 日 ､ 日曜日の 休日 は ､ 教官
の許可 を得て 加 工 機概も使う こ と が で き る ｡
(3) 設備 ･ 工具
工 房は 決し て 広 く な い が ､ 加 工 に 必要 な 工
具や材料が壁や作り付け の 棚に整理 され て置
かれ て い る｡ 引き出 しに 収納す る こ と は少 な
く ､ 常 に 目に 触れ る場所 に置 かれ て い る ｡ ま
た 加 工 機械は 必要最低限が 設置され ､ 整備 は
学生 が当番制で行 う ｡
3. 3 カ リキ ュ ラ ム
学内は ｢生活に 必要な物作り｣ の 理念か ら ､
木材工芸 ､ 陶芸 ､ テ キ ス タ イ ル ､ 菜園の 4専
攻で構成 されて い る ｡ 学生は 2年間の 本科卒
業後 ､ 希望者は も う 2年間学ぶ こ とも で き る｡
な お1 982年 に は 王立 の学校と な っ て い る ｡
2年間の か｣ キ ュ ラ ム は ､ 実技と し て 前期
に 1課題 ､ 後期 に 1課題が出題され ､ 各曜日
に 水彩画 ､ 塗装な どの 基礎演習 ､ そ して 理学 ､
力学 ､ 経済学 な どの 専門教科や 一 般教科授業
が行われ る ｡ 学生の 作業の 進行状況に応 じて
研修 ､ 特別講演がそ の都度準備され る ｡ 実技
はあく まで 手作業が重視され ､ 実技と知識が
6)
効果的に対応 して織 り込 まれ て い る ｡
3. 4 授業の 特色
カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 授業に は 各専攻に 2人
の専任教師が い るが ､ そ れ に 加 え外部か ら講
師 を招 い て 行 う授業も 多い ｡ 水彩画 の 画家 ､
陶芸作家 ､ 塗装の専門家 ､ 椅子 の 座面 を作る
職人 ､ つ る類 を素材 と して 工芸作品を作る作
家､ 写真家な どで あ る ｡ 招か れた 教官 は ､ 数
週間校内の 家に滞在し ､ 学生と同 じ日課を過
ごす ｡ こ の た め学生は講師との 多くの コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を通じて ､ 社会 で の活動の様子
を知 るこ とが で き る ｡
水彩画 の リ ア ･ ロ ー サ (女性) の授業 は ､
島の 北に ある 旧 い 港町 に ス ケ ッ チ に 出掛 け ､
陶芸家の エ ヴ ァ ･ マ リ エ (女性) は プ リ ミ テ
ィ ブな 野焼き の技術を指導し て くれ た(図 5)｡
( 図5 )実技指導をする講師
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木材工芸で は椅子の 布張り職人ア ラ ン ･ ベ グ
ト ソ ン ( 男性)が ､ 我 々 の 作 っ た 椅子 に布や
皮張りを しなが ら指導して く れた ｡
学外 か ら講師を招く授業 に 加 えて ､ 家具工
場 ､ ボ ー ト 工 場､ 画家の 工房 ､ 木彫作家の 工
房 な どを見学する学外研修も多い ｡
4 学 生
4.1 学生の特質
学生は ドイ ツ ､ イ ギ リ ス ､ オ ー ス ト リ ア ､
ノ ル ウ ェ ー ､ フ ィ ン ラ ン ド､ デ ン マ ー ク ､ な
ど国籍が さま ざま である ｡ 彼等は 入学以前に
美術学校 ､ 機械学 の専門学校 ､ 家具会社 ､ 工
芸学校 な どで の専門知識 ､ 技術を持 っ た 人 々
である ｡
彼等 の入学以前 の職業を聞く と ､ 例 えば28
歳 の マ グ ダリ ア - ナ ･ ソ ロ モ ン ソ ン (女性)
は
､ 以前は家具会社で椅子の 座面に 布を張る
仕事をして い た ｡ ト シ ュ テ ン ･ ア ン デ ソ ン
( 男性)は ､ ボ ル ボ社で 車の 内装 を長年 デ ザ
イ ン して きた ｡ 彼 は 2年間の 休暇 をも らい ､
こ こ で 学ん で い る ｡ そ の 授業料と生活費 は会
社が 負担し ､ 卒業後は 会社に 復帰する予定で
あ っ た ｡ 年齢差が非常に 大きく ､ こ の58歳の
ト シ チ ュ ン ･ ア ン デ ソ ン 氏が最年長 ､ 最年少
は20歳 の ウ レ ･ ヘ ル マ ン ソ ン 青年で ある ｡ こ
れ らの 多国籍 ､ 異 な っ た 年齢 の 2学年が ､ 同
じ工 房の 中で そ れぞ れの 課題を制作 する ｡ 彼
等の 多く が卒業後､ 自分 で 工 房を持 っ て 制作
を続 け た い と考 えて い る ｡ さ らに デザイ ン 学
校や 別 の家具 工房 に 入 っ て 勉強を続け た い と
考えて い る学生も い る ｡ また 海外 へ の 留学希
望も多い ｡
ス ウ ェ ーデ ン の 中学校や 高等学校教育 で は ､
年間数週間の 体験労働が義務 づ け られ て い る ｡
生徒自身が体験 し た 多く の職業の 中か ら､ 何
が 自分 に と っ て 適 した ､ ある い は興味 を持て
た か を知る貴重な 機会と な っ て
.
い る｡ ま た ､
高等学校卒業後引き続 い て 大学等に 進学する
例 は 日本に比 べ て は る か に 少な い ｡ 多く の場
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合 一 度就職するか ､ 長 い旅行な どの体験を経
て 具体的 な動機を持 っ て 進学する｡ 年齢差が
大き い の は こ の た め で ある｡ こ うした 早 い 時
期 か らの 実社会体験が職業意識 を養 い ､ 将来
の 職業 を具体的に決定して い く動機づ け に な
っ て い る と思われ る ｡
4. 2 生 活
学生は ､ 学校の敷地 内に あるか っ て の 民家
に住んで い る . 一 人 一 部屋を持 ち ､ 台所 ､ バ
ス
､
トイ レ は 共同 で使う ｡ 彼等が部屋で使 う
家具 ､ 食器 ､ 紙塩 ､ カ ー テ ン ､ テ ー ブ ル ク ロ
ス な どは全て カ ー ル ･ マ ル ム ス テ イ ン の デザ
イ ン し た家具か ､ 先輩達が作 っ た 品 々 で ある ｡
学期の 区切りだ けで な く ､ 学生は い つ で も自
分の住 む部屋を自由に 選択 し､ 移り住む事も
で きる (図6)｡
(図 6) 手作りの 日常品で 満た され た部屋
朝 8時 か らの 発表会 は ､ 学生 が企画 し た 習
慣で ある ｡ 毎朝30分間､ 各専攻が持ち回 りで
発表会を行う｡ 内容は ､ 旅行談 ､ 本の 紹介 ､
楽器 の演奏 ､ ス ラ イ ド写真 の上映 ､ 薬草 の話
な ど各学生 の個性が発揮され る｡ 時 に は カ ー
ル ･ マ ル ム ス テ イ ン を知る唯 一 の 人物 ､ キ ャ
96 小松 研治
レ ･ マ グ ヌ ス ･ パ ー ソ ン 教師 (男性48歳) が
彼の 哲学 に つ い て 説明す るこ とも あ っ た ｡
土曜日､ 日曜 日は 食事が 出され な い た め に
自炊 をする｡ 気の合 っ た数人の グ ル ー プが ､
食事を作り談笑 と共 に長 い 時間を過 ごす ｡
4.3 学生の 自主
(1) 一 目 の 時間割りは ､ 学生の 話し合い で 決
定され る｡





で は なく ､ 学生自身が 自らの 日課や 習慣を状
況に 合わ せて 調整する こ とが でき る ｡ 彼等は
一 方で学生で あり ､ また 一 方 で学校生活 を作
る 一 員で ある ｡
私の研修期間中経験 した 例に ､ 午前10時に
全員が集 まる テ ィ ー タ イ ム は 一 時中止 され た
事があ っ た ｡ 理 由は ｢集中力を保て なくな る｣
と言う意見が大勢 を占め た か らだ ｡ 決定 され
た 事項は ､ 学長は じめ教師 ､ 職員も生活者の
一 員として 従 っ て い た o
(2) 教師は学生に 対して イ ニ シ ア チ ブを取ら
な い ｡
ク ラ ス メ イ トの誕生 日､ 収穫祭 ､ ル シ ア祭
な どの パ ーテ ィ ー は学生が企画し実行する ｡
収穫祭で は ､ 穀物の収穫 ､ 食堂 の飾り付け ､
料理 ､ 会場作り まで す べ て 学生が行 っ た ｡ 木
材工芸専攻 の学生の誕生日 に は 同専攻 の学生
が カ ン パ をして ケ ー キ を買い ､ 午後の テ ィ ー
タ イ ム に 工 房の 中で祝 っ た ｡ こ れ らの 場面 で
教師は ､ 一 人 の 参加者と して 存在 し ､ 指導的
な発言は しな い ｡
5 課題の 特色 と制作 ･ 講評
5.1 出題の 内容
私が研修中に 出題され た課題の い く つ か を
紹介する ｡
( 例1)
課題 :｢台所 か食堂の 厨房で使 う ス ツ ー ル の
制作｣
条件 :｢どこ か - ケ所に 効果的に 色彩を施す｡｣
(例2)
課題 : ｢子供 の た め の家具制作｣
こ の課題で は ､ 課題の 説明に小学校 の 教師
を招 い て ､ 最初に 小学 1年生の 子供達 に 書か
せ た ｢私 の欲 し い 部屋｣ と い う タイ ト ル の 絵
と作文が学生達に 見せ られ た ｡ そして ､ こ の
絵と作文 か ら連想され る子供の た め の家具を
制作するよ うに と言われ た ｡ 絵と作文は
一 対
に な っ て 壁に 張 られ た ｡ また 各学年の子供 の
好み の傾 向､ 欲し い と思 う家電の 順位 ､ 好み
の 色彩 な どに つ い て ､ そ の教師か ら説明が あ
っ た (図7 ･ 8)｡
(図 7) 課題の説明会
( 図 8) ｢私の 欲し い 部屋｣ の絵
｢実生活 に 生 き る工 芸｣ に つ い て の 一 考察
(例3)
課題 :｢あな た の コ レ ク シ ョ ン を収納 す る 箱
の 制作｣
条件 :｢マ ッ チ ､ 切手 ､ C D､ 人形 ､ 食器 ､ ジ ュ
エ リ ー な どを収納する事を目的とする｡｣
｢美 しく機能的 な｣ と い うよ う な課題 の 出
し方で なく ､ ｢誰 の ､ 何 を ､ どうする ､ 箱｣ と
い うよ うに 出題は 具体的で ある｡
(例 4)
課題 :｢ベ ン チ の 制作｣
こ れは グル ー プ制作の 課題 である ｡ 初め に
各自が ベ ン チ の模型を作 り ､ 地域の住民 か ら
購入希望者 を募る ｡ 希望者の 中か ら 一 人 を抽
選 で 決め ､ 彼に模型の 中か ら 1点を選択 して
もら っ た ｡ 決ま っ た こ 点 は 1 年生 ､ 2年生合
同 の グル ー プが共同制作する ｡ 依頼者は ベ ン
チ の座面 に張 る布を持参 し ､ グ ル ー プと検討
し た ｡ 完成した ベ ン チ は ､ グ ル ー プの メ ン バ
ー 全員で彼の 家に運ばれ て 行 っ た (図9)｡
(図9 ) ベ ン チ の共同制作
(例 5)
課題 : ｢椅子 の制作｣
木材工 芸専攻が ､ 菜園専攻の 学生 と交流を
持 つ こ ともあ っ た ｡ 木材 工芸専攻の 1年生に
は ､ 菜園の学生が努走作業で 落と した ｢楓の
枝 を使 っ た椅子｣ を作る課題が 出され た ｡ 枝
は 直径 1 - 10c m程度の物が 多く ､ 曲げる か縛
るか編 む か ､ こ れ らの方法に よ っ て 制作され
た ｡ こ う した 実体験 は ､ 触覚的に素材を理解
す る こ とが 目的だ と い う (図10)｡
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(図10)楓の 枝を使 っ て作られ た椅子
(例 6)
課題 :｢他専攻と の 合同課題｣
ある課題て
-
､ 木材工 芸専攻 に ､ 陶器や染色
の 技法を取り入れ る課題が 出され た ｡ デ ィ 一
夕 ･ ゴ ー ヤ ン ズ (オ ー ス ト リ ア男性2 8歳) は ､
水彩画家の 使う テ ー ブ ル をデザ イ ン し た ｡ こ
れは 机上 に 陶器 で 作 っ た 絵の 具皿 を置く設計
で
､ 彼は こ れを依頼した 陶芸専攻の学生と何
度もディ ス カ ッ シ ョ ン を繰り返 して い た ｡ そ の
話し合い の 場所は そ れ を使う彼の部屋で 行わ
れた ｡





と い う名の 椅子 を制作 し ､ 座面 に 使う布
地 をテ キ ス タ イ ル の学生と検討し ､ 木材の 色
に 合わせ た 色彩に染め ､ 織 っ て も ら っ て 使用
した
｡ 他専攻との 共同作業は作者が狭 い 専門
技術に限 らず ､ 広 い 知識 を持 っ て 工芸 を理解
する 目的が あると い う｡
5.2 教材に つ い て
木材工芸の 工 房に は ､ 木材加 工技術の接合
部や継ぎ手の 現物見本が ､ 教室の 至 る所に 掛
け て あり ､ 疑問を持 っ た 学生は 自らそ れ を手
に取 っ て 見る か ､ そ れ を使 -;て 指導 を受け て
い た
｡
こ れ らの 実技に 関す る教材の ほ か に 形
態発想の モ チ ー フ と して ､ ドライ フ ラ ワ ー や
カボ チ ャ ､ 林檎 ､ 陶器 や石 な どが ､ 窓際 な ど
の 至 る所に 置か れ て い る (図11)｡ そ れ は カ
ー ル ･ マ ル ム ス テ ン が ｢基本的な 部屋の 雰囲
気を作 るた 捌 こは ､ 家具 と織物 ､ 陶器 の 調和
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(図11) 窓際に 置かれ た モ チ ー フ
が 必要で ある｡ 色彩は ス ウ ェ ー デ ン の 風景か
ら ､ 模様は 植物 か ら ､ フ ォ ル ム は あらゆ る自
7)
然の 形か ら学ぶ べ きで ある ｡｣ と述 べ ､ 自然
観察の必要性 を強く説 い た た め で あろ う｡
教材は ､ こ-う した形 の発想や技術に 関する
もの ばか りで は な い ｡ カ ペ ラ は ､ 教材が そ の
まま学生生活の 日常の 道具と して 使われ て い
る(図12)｡ つ まり ､ マ ル ム ス テ イ ン の デザイ
ン し た 製品､ 卒業 して い っ た学生達が作 っ た
作品を実際に使 っ て 生活 して い るの で ある ｡
そ れ は 工業製品で は な く ､ 作り付け の 特別な
一 品が多 い ｡
(図12) 食堂で 使われ て い る学生 の作品
イ ン ダ ス ト リ ア ル デザ イ ナ ーの 小池岩大郎
氏は ､ そ の 著 ｢デザイ ン の話｣ の 中 で ､ ｢私
た ちは何 か を入 れ る ､ 取り込 む と い う こ と を
現在の状態に そ れが プ ラ ス される の だ ､ と考
えが ちで す ｡ (中略) テ レ ビな らば ､ そ こ に
映像をう つ して 情報 を提供 し ます｡ 娯楽 を提
供 します｡ そ し て そ の時問を食 っ て い き ます ｡
テ レ ビを入 れる前ま で ､ そ れ だ け の時間を読
書に 費や し､ 家族の会話に 過 ご し手芸 な どを
楽しん で い た とすれば ､ テ レ ビの 購入 は そ う
8)
い う行為 を追 い 出して し ま っ た の で す ｡｣ と
言 い ､ 文明の 利器 と い われ る道具を性急に 取
り込ん だ 結果 ､ 奪 い 取られて い っ た もの の 意
味を考え る必要があると指摘 して い る ｡
カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は敢 えて文明の 利器 を
でき る限り排除 し ､ そ れ に よ っ て ､ 衣食住 に
関する基本的な道具に 関心を持 た せて い るの
で ある ｡ こ う した 生活そ の もの も ､ 制作動機
を産む教材と言 える｡
5. 3 作業 ､ 作品の 特色
彼等の作品に 対する制作態度の基本は ､ 積
極的に 作業 に従う と い う意思 の強さだ ｡ 彼等
が制作 に 必要な 道具を自分で 作るの は ､ 専門
家に なろう とする積極性の現れ だろう ｡
作品は 実用 に 徹して い る ｡ 実用 と い う制限
は ､ 作家 に と っ て 没個性 に は つ なが ら な い ｡
そ れ は異 な る年齢 ･ 国籍が個性的 な実生活 を
通 して ､ さま ざまな 作品を提案で きる か らで
あろう ｡ 彼等 は実用 に徹 して い なが ら､ 非常
に幅広 い 個性的な作品を作り出す｡
さ らに 学生 は ､ 日常的 に物 を作る習慣を身
に つ け て い る｡ マ グ ダリ ア - ナ ･ ソ ロ モ ン ソ
ン は そ の 日の 夕食に 使う箸を作 り､ デ ィ 一 夕 ･
ゴ ー ヤ ン ズ は 母の誕生日 に贈る小箱 を作 っ た ｡
制作は特別な行為で な く ､ 必要 な物 を自然 に
作る態度が 見られた (図1 3)｡
(図13) 箸を制作する学 生
｢実生活 に 生き る工 芸｣ に つ い て の 一 考察
5. 4 講 評 会
(例1) ス ツ ー ル 制作課題の 作品講習会 は ､
実際の 厨房で 行われ た ｡ そして 学生､ 先生の
他に ､ こ の 厨房で 働く 3人の 職員が参加した ｡
職員の女性が実際に座り､ 座面の 高さや ス テ
ッ プの位置 な どに つ い て意見を述 べ る ｡ 制作
者は 作品に つ い て ､ そ の機能面や色彩 の意味
を説 明し ､ 活発 なや り取りが行われ た ｡
講評会は ､ 実際の 場所で 行われ るほ か に 同
じデ ザイ ン の椅子に つ い て ､ 家具工場 で量産
され た物 と､ 手加工 で作 られ た物 とを並 べ ､
全員の学生が 座 っ て 比較する こ とも行われ た ｡
こ れ は ､ 手加 工 に よ る織細な形が ､ 量産に よ
っ て 失われ て 行く実例と して紹介され た ｡
( 併2) 卒業制作に 入 っ た マ グ ダリ ア - ナ ･
ソ ロ モ ン ソ ン は
､
｢私が使う食 器 棚｣ を デ ザ
イ ン した ｡ 彼女の 作 っ た 原寸大模型 は ､ 彼女
が寝起き して い る部屋に 運ばれ ､ 中間講評会
が行われ た ｡ 他の 学生達も部屋に 入 り､ 先生
を中心 に デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が行われ た ｡ 模型
は
､ 彼女の 想定し た 窓際の位置に 置か れ ､ 検
討会は 進む ｡ 原寸大の 模型 に は制作上 の条件
が 示され て い た ｡ そ れ は ､ ｢完成 品で 動 く 部
分 は 同様に 動く こ と ｡ 実際の 使用 に耐 える強
度を持つ こ と｡｣ で あ っ た ｡
作 られ た 物が ､ 実際 に使 う場所 と ､ 使 う人
の参加に よ っ て 講評され る こ とは ､ 制作者 の
狙 い と､ ユ ーザの 評価との 差を客観的に観察
する機会 である ｡ そ して 他 の参加者達に と っ
て は
､
そ の講評内容 を共有する こ とが で き る.
5. 5 展示･ 発表
学生の 作品は ､ 学校が ギ ャ ラ リ ー を持 っ て
い て ､ 春 と夏に 展示即売され た ｡ よく売れ る ｡
客は遠く ドイ ツ ､ イ ギ リ ス ､ フ ラ ン ス な ど
か らや っ て 来る ｡ 収益は 大学の 運営 に 当て ら
れて い た ｡
陶芸専攻に 招か れ た エ ヴ ァ ･ マ リ エ の 野焼
き授業は ､ 窯出 しが終わ っ た 次の朝 ､ 屋外の
窯 の そ ば で展示会が行われ た ｡ 焼き上 が っ た
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作品は ､ 石 積み の 低 い塀 の 上 に無造作に 並 べ
られ ､ 職員を初め 全専攻が観賞 した ｡ こ れ ら
の作品の 一 部は学内で販売され ､ 学生達 の実
用 品とな っ た ｡
10人の学生が 日本研修旅行か ら帰国 して 4
週間後に ､ 日本 の印象をもと に制作した 工芸
品 を ｢日本 の 印象展｣ として 展示 した ｡ 会場
は ､ カ ル マ ル 市立デザイ ン セ ン タ ー で行われ ､
招待された の は こ の研修旅行を援助した 家具
メ ー カ ー の経営者 ､ デ ザイ ナ ー 達 で あ っ た ｡
こ の よう に学習の成果を､ 常に 実社会 に提案
して い る . そ して そ の作品は ､ 日本の イ メ ー
ジを取り入 れて い るが ､ 実用 か ら決して外れ
て い な か っ た (図1 4･ 15)｡
(図1 4) 棚 (図15) 照 明
こ こ まで は ､ カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 環境と学
生の活動の様子 を紹介 し た が ､ 同じ 工芸教育
の場と し て 本学 でも工芸 の 果た す役割を模索
し ､ 実践を繰り返 して き た ｡
次章か ら本 学 で行 っ た 実践例 を挙 げて 共通
点を確認し ､ そ の うえ で具体性 を持 っ た 課題
を行 っ た授業の 結果に つ い て 考察する.
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6 高岡短期大学で の 試み
6.1 高岡短期大学で これまで に行 っ た実 践
(1986- 1992年)
本学木材工 芸専攻 で は ､ こ れま で に 教材 ､
環境等に関して さま ざまな試みを重ねて きた ｡
一 例えば教材 の制作と して は -
a . あらゆ る加工 技術は ､ 写真 に よる解説書
を作 り､ 実物 と共 に作業場 に置き ､ 作業中に
起こ る疑問に対 して 即座に 対応出来る よう に
し つ つ あ る｡
b . 学生の 制作 した作品は ､ す べ て 彼等自身
が ス タ ジオ で写真撮影し ､ プリ ン トして ア ル
バ ム に ま とめ 後輩の 資料 とした ｡
c . 制作 に際 して ､ どん な木の 種頬を使 うか ､
そ の 樹種選定の 際 ､ す ぐに手に 取 っ て 見 るこ
とが で き るよ うに樹木見本を実技室 に置 い た ｡
d . 参考作品の 写真パ ネ ル を ､ 彼等が作業す
る実技室 の壁 に掛 け､ 多彩な表現方法､ 技法
を日常的に 目 にする ように した ｡
制作環境で は ､ 学生の 制作態度や行動 を観
察し ､ 制作工程 に必要なあらゆ る環境を ､ 作
業内容に 対応さ せ整備して い る｡ また 木象族
作家に よ る講義 ､ 実演も行 っ た ｡
- コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う点 で は -
a . 2年生の 作品講習会 に は ､ 常 に 1 年生が
参加し合同で行 う｡
b . 教官室の 一 角に サ ロ ン を設け ､ 制作に 関
し て 学生と の ミ ー テ ィ ン グ､ 進路相談 ､ 参考
作品写真の 閲覧な ど教官と の接点の 場として
活用 して い る o
c . ｢卒業研究 ･ 制作｣ の 実習 で は ､ 午後 テ
ィ
ー タ イ ム を設け ､ 制作 の進行状況な ど を確
認する習慣を作 っ た ｡
一 講評会 で は -
a . 発表者は ､ 自分の作品に つ い て の プ レ ゼ
ン テ ー シ ョ ン を行う ｡ 制作意図､ 技法 な どに
つ い て 説明文 を配布 した ｡
b . 発表者の 作品を ､ 他の学生 が実際に 使 っ
て み る ｡
こ れ らの試み は ､ 内容 ､ 規模 に差は あ っ て
も カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン と多く の共通点 を持 つ ｡
6.2 具体性を加えた課景喜の 試み
｢どこ で ､ 誰が ､ 何の た め に｣ と い っ た 具
体性 は カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 課題 に見 られ る特
徴で ある ｡ こ れ まで本学木材専攻で 出題し た
課題で は こ う した 具体性が稀薄で あ っ た｡
そ こ で1 992年前期 に 出題 した ス ツ ー ル の 課
題 の 内容 に ､ 具体性を加 えて 制作を行 っ た ｡
カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は ご く 自然に与 えられ る
具体性が ､ 短大の課題に 当ては め た時 に起 こ






･ 改善ポイ ン トの決定
3 計画
･ ア イ デア ス ケ ッ チ
･ 模型作成に よ るデザ イ ン 決定











･ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン
6 発表 ･ 展示
(2) 内 容
1 出題
課題 : 台所で働く人の た め の ス ツ ー ル を制作
し な さ い ｡
｢実生活 に 生 き る工 芸｣ に つ い て の 一 考察
条件 : 使用 する材料は ､ タ モ とナ ト - の 2種
類 を使用 する こ と｡
2 発想
学生が 実生活で 活動する台所や ､ そ こ で働
く母親を観察さ せ ､ 問題点 を拾 い 出 した ｡ 台
所で使用 する ス ツ ー ル の改善点 ､ また使 い方
を具体的に 絞り､ 形に 置き換えて い っ た ｡ ス
ケ ッ チ ブ ッ ク に 描 い た ア イ デア を1/5模型で
作り ､ 以後模型 を作り変え なが ら形を決めて
行 っ た ｡ 制作の ヒ ン トと して ､ ス ラ イ ドに よ
る作品紹介と ､ 家具な どの 造形作品が地面に
接す る方法 を､ 点 ･ 線 ･ 面 に分摂 し作者の制
作意図との 関連 を探る な ど､ 分析 と解説 を加
えた ｡
3 計画
制作 に入 る前に ､ 原寸大の 模型を制作 した ｡
模型は 実用に 耐え る強度､ 完成品と同様 の機
能を持 つ こ と を条件とし た ｡ 図面は 実際 の大
き さに 描く ｡ 細部 の構造 は さ らに詳細に 描く ｡
4 制作
未経験な接合部 の 加 工 は ､ そ の 部分だ け を
試作し ､ 実際に形 に して 理解を深め た ｡
5 講評会
本学食堂 の職員に お願 い し ､ 実際 の厨房に
作品 を持ち込み ､ 学生は 自分 の作品とそ の他
の全員の作品に座 っ て み た ｡ また職員も実際
に調理台の前 で座り ､ 感想を述 べ て もら っ た ｡
6 展示発表
ス ツ ー ル の展示は ､ 展示場の 一 角に 台所を
イ メ ー ジさ せ る ボ ッ ク ス を並 べ て 空間 を造り ､
見る側に作品と対応 した 臨場感を与える 工夫




｢台所 で働く人の た め の ス ツ ー ル ｣ と い う
課題は確 か に 具体性 を持 っ て い た ｡ し か し最
初 の発想段階 で は 大きな 問題に 直面 し た ｡ 文
明の利器 に 囲 まれて ､ 作り手の 目で 生活 を観
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察する機会と必要があまりな い 学生 に と っ て
は ､ 何の た め に作れば 良い の かが解 らな い ｡
つ まり ､ 作る動機が な い と い う問題で ある ｡
そ こ で 制作を進め る前に ､ こ う した 動機づ け
を引き出す ト レ ー ニ ン グが必要 に な っ た ｡
前章6 . 2発想 ､ に ある ｢対 象調査｣ の 前
に ト レ ー ニ ン グ1 ･ 2 を設け ､ 次の よ うな内
容で 試み る こ とに した ｡
･ ト レー ニ ン グ 1 一 疑問を持 つ 姿勢 を養 う
実際 に学内を歩き ､ 普段何気 なく 目 に して
い る環境を ､ 疑問を持 っ て 観察すると い う体
験をさ せ た ｡ そ の具体的 な対象 を コ ピ ー 室に
定め ､ 次の よ うな授業を行 っ た ｡
コ ピー室の 各器材 (コ ピ ー 機 ､ テ ー ブ ル ､
マ ガ ジ ン ラ ッ ク ､ 紙置き棚 ､ ご み箱 ､ ス ツ ー
ル) を使 い や すく自由に 配置する テ ー マ を与
えた ｡ ドア と窓の位置も考慮に 入れ た ｡ 任意
に グル ー プ分 けした A ･ B ･ C 班 は それぞれ
紙の 上で検討 し ､ 黒板に 部屋の平面図を書き ､
そ の配置の利点を発表した ｡ そ の 直後 ､ 実際
に 学内の コ ピー室を調査 し ､ 現実の配置の矛
盾点 ､ ス ツ ー ル の 必要性 を明ら か に した ｡
こ の ト レ ー ニ ン グ 1 は
､
｢作 る 必 要を探 す
目｣ を養う事が 目的 で あ っ た ｡ 探す目と は ､
日常を疑問を持 っ て 観察する態度と言え る｡
疑問視 か ら生 まれ た 問題点 は ､ 改善策や新 し
い 提案 を産む根拠と な っ て ､ 作品 へ と発展 し
て 行く ｡ 疑問視する態度そ の もの が ､ 制作者
の 動機で ある ｡
本学の 学生が ､ コ ピ ー 室内の機器 の配置を
あえて 観察 し ､ 矛盾点を発見 した 過程 を､ カ
ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の学生は 実際に使 っ て い る台
所な どで 自然 に体験する ｡ 彼等 の作る動機は
学習 か らで は な く ､ 生活 か ら必然的に 生まれ
出て く る ｡ ク ラ ス メ イ トと料理 を つ く る 台所




､ 物質的に何 の 不自由も な い 私た ち
は ､ 日 々 の現実に疑問 を投げ掛け る こ とは 非
常に 難 し い ｡ 感想を持 とうと努力をし な け れ
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ば感 じな い こ とが多く ､ そ して そ の 日常見過
ご して い る中に こ そ ､ 作 り手 に と っ て 動機に
な る ヒ ン トが隠され て い るの で ある｡
･ ト レ ー ニ ン グ 2 一 感想を持 つ 努力
何で もない 小石 ､ 日常何度となく 開閉する
ドア の取 っ 手な どを モ チ ー フ に ､ あ えて 感想
を書く訓練をし た ｡ 補助的な 教材と して 芸術
家 (小説家､ 音楽家 な ど) が日常の 出来事に
対 して どの様な 感想を抱く か を､ 彼等 の本 の
中か ら抜粋 して 渡した ｡ 最初は た だ見詰め る
だ け だ っ た が ､ 岩石が小石に な るまで の過程
や ､ 掌 の中の 感触 な どに つ い て さま ざまな感
想が 出た ｡
こ の ト レ ー ニ ン グ 2 で､ 単 な る小石 に 感想
を持た せ て作文させ た の は ､ 日常見過 ご して
い る物 に ､ 一 つ 一 つ 感想 を持 つ 必要 を理解さ
せ るた め で あるo こ の態度が日常の 生活に 対
して ､ 疑問を持 っ て 観察する習慣を養う ｡
カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の 学生達の生活とは 全く
状況 の異な る本学で は ､ こ う した 動機づ け の
必要性とそ の方法を今後も試みる必要が ある
の で は な い だ ろ うか ｡
(2) 制作意欲を誘発する環境
生活に 必要なもの を作る動機は ､ そ れ に 必
要 な情報や ヒ ン トを持つ 生活の 中に ある ｡ 制
作 を行 う際に は 多く の情報が 必要で ある ｡ こ
こ で言 う情報 とは 知識で は なく ､ 習慣的 な実
生活の体験を意味 し て い る ｡
本学の 学生 は ､ 実家や ア パ ー ト か ら交通機
関を使 っ て 通学す る｡ 生活と制作の 場が切 り
離されて い る の で ある ｡ カ ペ ラ ･ ゴ ーデ ン の
場合は 生活と制作 の場が同居 し て い る ｡ 制作
に必要 な情報や ヒ ン トは 生活 の 中に ちり ばめ
られ ､ 生活に 必要 な物 を制作する根拠が そ こ
に ある｡
し か し 一 般的に 本学 の学生の家 で の 生活は ､
学生自らが実生活に 必要な 衣食住 の 生産に参
加する事 は少な い ｡ 多く の 刺激的な 興味は ､
家 の外 に 存在 して い る｡ カ ペ ラ で は 制作者本
人が使 い 手の 立 場 を実体験 し ､ また 共同生活
老を客観的に 見る事が で き る ｡ 制作意欲を誘
発させ る情報 は外に 求め る必要 は少な く ､ 彼
等の 生活そ の もの が情報 で ある と い える ｡
工芸作品の 制作に 際して ､ そ の発想段階で





も重要な出発点 に なる ｡ こ の 動機づ けを明確
に するた め の 手段 として ､ 学生生活の 多く の





夫が必要 で は な い だ ろ う か ｡ 実際 の環境 は動
機を産み ､ 工芸品の 制作に お い て 何処で ､ 誰
が ､ どの 様に使 うか と い っ た具体性を帯びる
こ とに繋が るだ ろう ｡
(3) 課題 の 工 夫
今回は 課題 に具体性 を持 た せ た が ､ そ れ以
前 (1988- 1991年) の ス ツ ー ル 制作課題は 次
の ような課題で あ っ た ｡
課題 :｢限られ た木材を使用し て ス ツ ー ル を
作りなさ い ｡｣
条件 : 1 材料は タ モ(自)と ナ ト ー ( 茶色).
2 次の 項目の 中か ら 一 つ を選択 し ､
そ れ を条件と して 制作せ よ｡
a . 小物の収納部 を ス ツ ー ル の 何処
か に 作る こ と｡
b . 2通りの 異 な っ た使 い方が 出来
る こ と ｡
c . ペ ア ､ ある い は複数を セ ッ トと
して 作る こ と ｡
作品は ､ 奇抜で 既成の 概念 に とらわれ な い
自由な発想の 物が多 い 一 方で ､ 実用と は ほ ど
遠 い も の だ っ た ｡ そ れ に 比 べ 今回 の 作品は ､
使用目的に 即 した 形態 を持 ち､ そ の 中で そ れ
ぞれ 個性が発揮され て い た ｡ こ の点 で は 成果
が得 られ た と思 う ｡ 今後も制作に 際 して 出題
され る課題 は ､ 彼等が自ら 日常を観察する必
然性 を含み ､ ｢誰が ､ 何処 で ､ 何 に ､ ど う使
う か｣ と い っ た 具体性が 必要で あろう ｡ カ ペ
ラ ･ ゴ ー デ ン の 出題例 3 で は､ 制作者各人の
コ レ ク シ ョ ン と それ を収納する箱は 自然な 関
係 を持ち ､ し か も収集 した 時の 興味が ご く自
然に箱の 必要性 へ 持続 して い く ｡
｢実生活 に 生 き る 工 芸｣ に つ い て の 一 考察
本学で は 可能 な課題と して ､ ｢実技室 で 使
う自分の ス ツ ー ル の 制作｣ 等が考 えられ る.
使 う対象 を制作者自身に求め ､ 観察 の 必然性
を与え ､ 完成後は そ れ を実際に使 う こ と に よ
っ て フ ィ ー ドバ ッ ク を得る こ とに な る ｡
実社会を対象とした課題 は ､ 今まで あまり
出されて い な い . し か し工芸作品の制作 に ､
実際の ユ ー ザを意識さ せ るた め に は ､ 今後考
えて行く必要があるだ ろう ｡ 例と して ､ カ ペ
ラ ･ ゴ ー デ ン の 出題例 2 に類似し た制作課題
を行 い ､ 実際 に現場で使 っ て 講評 を行 うな ど
の 課題が考え られ る｡
また グル ー プ制作や他専攻との 合同制作は ､
異な っ た 思考 ､ 素材 ､ 技術な どの 情報量を互
い に共有する こ とが で き る｡ こ の 点も今後検
討 した い ｡
(4) 使用者 か らの フ ィ ー ドバ ッ ク
制作 した作品を実際に 使 っ て み る こ とは ､
授業の 中で こ れ ま で ほ とん ど行われ なか っ た ｡
形の美 しさ ､ 技術的な習熟度 ､ 発想の 新 しさ
等の評価の他 に ､ 『実際 に使 っ て み る講評』
を授業 の 中で 行わ なか っ た の は なぜだ ろ うか ｡
カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン で は
､ 制作過程 の模型 の
段階 か らそ れ を使 う場所 で の 講評があり､ 完
(図16) 厨房で の講評会
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成後は そ れ を使 う人の 参加に よ っ て 講評会が
行わ れる ｡ ま た 作品は 展示発表し販売され る｡
作 っ た も の は ､ それ を使う人に ､ 使 う場所で
使 っ て も ら い ､ 作り手の意図と使 い 手の 評価
の差を ､ 客観的に観察する事が重要だろ う｡
工 芸は ､ 自己の 表現 の た め だ けに あるの で な
く常に 人 々 の 生活と関わりを持 つ か らで ある ｡
短大で 行 っ た 厨房で の講評会は ､ 水と油に
対する配慮､ 強度 ､ 寸法 ､ 重さ な ど学生が予
想もし なか っ た数 々 の問題が 目の 前で起 こ っ
た
｡ 彼等は ､ 使うと い う現実か ら多くの フ ィ
ー ドバ ッ クを得た ｡ 物と して 観賞するだ けの
工芸品で な く ､ 使う た め の 道具と して 意識で
きた 点で成果が あ っ た (図16)0
またJ 展示発表の 目的は ､ 展示会場 の設営
技術の習得 にある ので は なく ､ また単 に作品
紹介 の場で あ っ て は な らな い ｡ 観賞者や実際
の使 い 手か らの 評価を フ ィ ー ド バ ッ ク し ､ 工
芸品制作の 目的を常に 問う機会で なけれ ば な
らな い だ ろう ｡
了.2 今後の あり方
(1) 教材の 確立
カ ペ ラ ･ =L-デ ン で は ､ マ ル ム ス テ ン の デ
ザイ ン した 家具 ､ 繊校 ､ カ ー テ ン な どが 一 つ
の 完成した ス タ イ ル と して 教材に な っ て い る｡
そ して その 教材 は ､ 日常の 中で極く自然に 使
われ て い る
｡ 学生は そ の手本に従 っ て 基礎を
身に付け ､ そ れを ス テ ッ プに して個 々 の 制作
に展開して い く こ とが で き る｡ こ の よう に学
生が共有 で き る教材の 確立が必要 で は な い だ
ろう か ｡ 従来の 教師がや っ て み せ る指導 に 加
え､ 目に 見えて 実際 に使 える教材を確立 し提
供 しな れば な らな い ｡
(2) 目に 見え る よう に す る
教材は 教科書を与 えるだ け で な く ､ 目 に見
えるよう に作 る べ きで ある ｡ 環境 ､ 課題 ､ 教
材に お い て も抽象的 な表現 で な く ､ 具体的に
目に 見え ､ 触れ る こ とが 出来るよ うに置き ､
そ れ が日常的である方が望 まし い ｡
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(3) 学生間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
年齢 ､ 経験 ､ 習慣が非常 に似通 っ た ク ラ ス
で は ､ 技術､ ア イ デア ､ 知識な どを学生同士
が 互 い に交換しあう情報量が極め て 少な い ｡
その 結果学生は 教師に 多く を依存 し ､ 教師は
多く の時間をそ れ らの 指導に 当て なく て は な
ら な い ｡ こ うした 一 方通行の 関わり は情報を
画 一 化さ せ るお そ れがある ｡ 学生が 自主的に
制作する環境は ､ 学年や他 の専攻の 学生と互
い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をとれ る機会 を多く
持 つ こ と で ､ 作りだ せ な い だ ろう か ｡ そ の方
法と効果を､ 今後も検討して い きた い ｡
(4) 広く専門家 を紹介する
実社会 で活躍する作家の 紹介と交流 は ､ 学
生 に と っ て 制作活動 の現実的な厳しさや ､ 多
く価値観 を知り､ あ る時に は な り た い 職業と
して 進路決定の 動機 に なり得る ｡ 今後､ 広く
専門分野か ら作家 を招 い て ､ 交流の機会を設
け て みた い ｡
8 おわ り に
現代の 工芸は ､ 使 うこ と の で き る実用品の
制作に 限らず ､ 技術の伝承 ､ 形の 追及､ また
異 な っ た 素材や技術の併用 ､ 新し い 生活様式
に 対応する新規提案 な ど､ そ の 果た す役割は
多様化 し ､ 何が本当の 工芸 か と い う問 い 掛 け
に は
､ 多様化 した数 だ け正解がある ｡
し か し ､ 工 芸作家 と工業が融合し､ 日常用
具をより美 しく作り ､ 今日 の高 い 美的生活水
準を造り上 げた ス ウ ェ ー デ ン の姿 は ､ 工 芸が
実生活と結び付い た 実用 品の制作 として 確実
に 役割 を担 っ て きた 成果と も い え る｡ そ の意
味で 工芸 を位置づ け る場合 に ､ カ ペ ラ ･ ゴ ー
デ ン の 工 芸教育が 実用重視 に偏 っ たもの で あ
っ た と して も ､ 一 つ の 工芸 の あり方として 示
唆するも の は 多い ｡
今回考察 した 中で ､ カ ペ ラ ･ ゴ ー デ ン の教
















使用者 か らの フ ィ ー ドバ ッ ク
"
に 大き
な違 い があると い う こ とで ある ｡
無論 ､ 学生の 生活基盤や入学時 の専門に対
する素養が大き く異 な る本学で は カ ペ ラ ･ ゴ
ー デ ン の授業や環境 をその まま参考に するに
は無理がある ｡ し か しな が ら カ ペ ラ ･ ゴ ー デ
ン の ､ 『実生活と使用者 を常に意識 した 制作』
と い う点に は 学ぶ べ き もの が多 い ｡ 今後もさ
らに 問題点 を明確に し ､ 工 芸の 果た す役割 を
検討して 行き た い ｡
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W hile craれsm aship a s aw ay or individu al artistic e xpres sion tends to get m ore diversified, the
O




ke ep in mind real life u sers when produ cing crafts.
" Cape11aga rde n
'
s m ethods are presentedin this
paper with special em phasis on the spe cific w ay students are given asslgn m e ntS. AIs odis c uss ed
is the ap plication of s u ch m ethods at Taka oka National Colleg:e, and problem inv olv ed. T he
im portance of craftsm anship not is olated fro m re al life is dis cus s ed, givl ng du e c onsideration to
future crar亡s educatio n at Taka oka National college.
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